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化学変化と原子・分子

１物質の成り立ち

１ 「原子」 １

□ (1)

□ (2)

□ (3)

(3) 原子について述べた文として適切なものをア ～カから
すべて選び記号で答えなさい。

(1) 物質をつくっている最小の粒子を何というか。

(2) １９世紀のはじめに(1)を提唱した, イギリスの化学
者は誰か。

ウ　原子は, なくなったり, 新しくできたり, ほかの種類
の原子に変わったりしない。

オ　原子には, その種類ごとに決まった質量がある。

ア　原子は, それ以上分けられる。
イ　原子は, それ以上分けられない。

エ　原子は, なくなったり, 新しくできたり, ほかの種類
の原子に変わったりする。

カ　原子の質量はすべて同じである。

原子

ドルトン

イ, ウ, オ 
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化学変化と原子・分子

１物質の成り立ち

２ 「原子記号と分子」 ２

□ (1) 表に記入

□ (2)

□ (3) 表に記入

□ (4)

１.原子記号について下記の表に表した。

(1) 原子の記号を表の空欄すべて入れなさい。

名前 記号 名前 記号

水素 塩素

炭素 アルゴン

窒素 カリウム

酸素 カルシウム

ネオン 鉄

ナトリウム 亜鉛

マグネシウム 銅

アルミニウム 銀

硫黄 金

(2) 物質の性質を示す最小のものを何というか。

2.(2)の記号について下の表に表した。

(3) (2)の記号を表の空欄すべて入れなさい。

名前 記号 名前 記号

水 酸化マグネシウム

二酸化炭素 塩化銅

アンモニア 塩化水素

塩化ナトリウム 硫化鉄

酸化銀 硫化銅

酸化銅 炭酸水素ナトリウム

酸化鉄

(4) 原子の規則性をもとにつくった表を何というか。

H
C

Ca

Na

K

Zn

S

Ag

Ne

Au

Fe

N
O

Mg
Al

Cl
Ar

Cu

分子

周期表

H2O

CO2

NH3

Ag2O

CuCl2

CuO

FeO

Na HCO3

NaCl

CuS

HCl

MgO

FeS
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１物質の成り立ち

３ 「熱分解」 ３

□ (1)

□ (2)

□ (3)

ア

イ 

□ (4)

□ (5)

1.図のような装置を組み立てて, 酸化銀を加熱する。

(1) 発生した気体に火のついた線香を入れるとどのよう
になるか。
(2) 加熱後の酸化銀をこすると光ることから, 酸化銀は
何になったことがわかるか。
(3) この実験について下記にまとめた。ア, イ に当ては
まる語句をそれぞれ答えなさい。

1種類の物質が2種類以上の物質に分かれる化学変化を 
（　　ア　　）といい, 特に加熱したときに起こる分 
解 を（　　イ 　　）という。

(4) 酸化銀は何色か。

(5) 酸化銀を加熱したときの化学反応式を書きなさい。

激しく燃える

銀

分解

熱分解

黒

2Ag2O → 4Ag + O2
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化学変化と原子・分子

１物質の成り立ち

□ (1)

□ (2)

□ (3)

□ (4)

□ (5)

□ (6)

□ (7)

(1) この実験で試験管の口を下げる理由はなぜか。

(2) 加熱をやめる前にガラス管を試験官から抜く必要が
ある。それはなぜか。

(3) 加熱した試験官の口に青色の塩化コバルト紙をつけ
ると何色になるか。

(4) 水を入れるとよく溶けるのは, 炭酸水素ナトリウム 
と加熱後の白い物質のどちらか。

(5) フェノールフタレイン液を入れて赤色になるのは,  
炭酸水素ナトリウムと加熱後の白い物質のどちらか。

2.図のような装置を組み立てて, 炭酸水素ナトリウムを
加熱する。

(6) 発生した気体を石灰水に通すとどうなるか。

(7) 炭酸水素ナトリウムを加熱したときの化学反応式を
答えなさい。

水が逆流しない 
ようにするため。

生じた液体が加熱部
分に流れ込み, 試験
管が割れることを防
ぐため。

赤色

白くにごる。

加熱後の物質

加熱後の物質

2Na HCO3 →

Na2CO3 + H2O + CO2
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１物質の成り立ち

４ 「水の電気分解」 ４

□ (1)

①

②

③

□ (2)

□ (3)

□ (4)

□ (5)

□ (6)

図のような装置で水を電気分解する。

(1) 次のとき, ピンチコックは開くか閉じるか答えなさい。

(2) 陰極側のゴム栓を取り, マッチの炎を近づけるとど
うなるか。

(3) 陽極側に火のついた線香を近づけるとどうなるか。

① 水を入れるとき 
② 電圧を加えるとき 
③ 実験が終わった後

(4) 水素が発生するのは, 陰極と陽極のどちらか。

(5) 水素と酸素の発生した気体の体積の割合を答えなさい。

(6) 水を電気分解したときの化学反応式を答えなさい。

5 「単体と化合物」 5

□ (1)

□ (2)

□ 
(3)

(1)

(2)

(1) 1種類の原子からできている物質。

(2) 2種類以上の原子からできている物質。 

(3) 次の物質を(1)か(2)に答えなさい。

酸素, 銀, 塩化ナトリウム, 水, 酸化銀, 二酸化炭素

閉じる

開く

閉じる

音を立てて燃える

激しく燃える

陰極

２：１

2H2O → 2H2 + O2

単体

化合物

酸素、銀

塩化ナトリウム, 水,  
酸化銀, 二酸化炭素
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1 「鉄と硫黄の化合」 1

□ (1)

□ (2)

□ (3)

□ (4)

□ (5)

(1) 磁石に引きつけられる方は試験管AとBのどちらか。

(2) 試験管Aに塩酸を加えると発生する気体は何か。

(3) 試験管Bに塩酸を加えると発生する気体は何か。

鉄と硫黄の混合物をつくり, 加熱した。加熱した試
験管をA, 鉄と硫黄の混合物の試験管をBとした。

(4) 物質と硫黄の化合を何というか。

(5) 鉄と硫黄の化合したときの化学反応式を答えなさい。

2 いろいろな化学変化

2 「銅と硫黄の化合」 2

□ (1)

□ (2)

□ (3)

□ (4)(1) 実験１で硫黄を取り除いた部分はどのようになったか。

(2) 実験２で銅線の色はどのようになったか。

(3) 銅と硫黄が反応すると何になるか。

実験１ 
銅板に硫黄を広げ, １時間後, 硫黄を取
り除き, 変化を観察する。

実験２ 
試験管に硫黄を入れ, 銅線を入れて加熱す
る。

(4)  銅と硫黄の化合したときの化学反応式を答えなさい。

B

硫化水素

水素

硫化

Fe + S → FeS

黒くなった。

黒くなった。

硫化銅

Cu + S → CuS
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ト 「化学反応式」 ト

①  水　→ （　 a    ) + (    b     ) 
a, b に当てはまる物質名を答えなさい。

(2) 酸化銀が分解して銀と酸素になる化学変化について答
えなさい。

(1) 水を電気分解して, 水素と酸素になる化学変化につい
て答えなさい。

② モデルを使って上記の反応を表しなさい。

③ 化学反応式で答えなさい。

①  酸化銀　→ （　 a    ) + (    b     ) 
a, b に当てはまる物質名を答えなさい。

② モデルを使って上記の反応を表しなさい。

③ 化学反応式で答えなさい。

□ (1)

a

b

②

③

□ (2)

a

b

②

③

2 いろいろな化学変化

水素

酸素

2H2O → 2H2 + O2

銀

酸素

2Ag2O → 4Ag + O2

H
+

O H

H O H

H H

H H
O O

Ag
+

O Ag

Ag O Ag

Ag Ag

Ag Ag
O O
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3 「酸化」 3

□ (1)

□ (2)

□ (3)

□ (4)

□ (5)

□ (6)

ア 

イ 

ウ 

(1) 実験１で加熱後の物質にうすい塩酸を加えると気体
が発生した。この気体は何か。

(2) 実験２でうすい塩酸を入れて, 気体が発生したのは,  
加熱前と加熱後のどちらか。

(3) 加熱前後の質量をはかると, 加熱後の方が大きく
なっていた。これはなぜか。

実験１ 
マグネシウムリボンを加熱し, うすい塩酸に入れて加熱前
後の性質を調べる。

実験２ 
スチールウールを加熱する。加熱前後の質
量をはかり, うすい塩酸に入れてようすを
みる。

(4)  実験１のマグネシウムリボンを加熱したときの化学反応
式を答えなさい。

2 いろいろな化学変化

(5) 実験2のスチールウールを加熱したときの化学反応式を答
えなさい。

(6) 実験1・２について以下のようにまとめた。ア～ウ に当
てはまる語句をそれぞれ答えなさい。

・酸素との化合を（　　ア　　）といい, （　　ア　　）に 
よってできる物質を（　　イ 　　）という。 
・酸化のうち, 光や熱を出しながら激しく進むものを, とく 
に, （　　ウ　　）という。 

水素

加熱前

酸素が付加されたから

2Mg + O2 → 2MgO

2Fe + O2 → 2FeO

酸化

酸化物

燃焼
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４ 「有機物の燃焼（酸化）」 4

(1) 炭を燃焼させたときの反応を下のようにまとめた。
ア, イ に当てはまる語句をそれぞれ答えなさい。

(2) (1)のときの化学反応式を書きなさい。

(3) 水素と酸素を入れた袋に電気の火花で点火したときの反
応のようすを下のようにまとめた。ア, イ に当てはまる語句
をそれぞれ答えなさい。

(4)  (3)のときの化学反応式を書きなさい。

2 いろいろな化学変化

(5) ①の実験で石灰水の色はどうなるか。

(6) ②の実験でビーカーの内側のようすはどうなるか。

(7)  ①・②の実験の結果から有機物の燃焼について以下にま
とめた。エ～カに当てはまる語句をそれぞれ答えなさい。

炭素　＋（　　ア　　）→（　　イ　　） 

水素　＋   酸素　→（　　ウ 　　）

有機物の燃焼について次の実験を行なった。

① ろうとの内側に石灰水
をつけ, アルコールランプ
の炎をかざす。

② 乾いたビーカーを炎にか
ざす。

　有機物　＋ （　エ　）→（　オ 　）＋（　カ　）

(8)  メタンの燃焼について, 化学反応式を答えなさい。

□ (1)

ア

イ 

□ (2)

□ (3)

□ (4)

□ (5)

□ (6)

□ (7)

エ

オ 

カ

□ (8)

水

酸素

二酸化炭素

C + O2 → CO2

2H2 + O2 → 2H2O

白くにごる

水滴がつく

水

酸素

二酸化炭素

CH4 + 2O2 → CO2 + 2H2O
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5 「穏やかな酸化」 5

(1) 鉄などの金属が, 長い間空気中にさらされることで, 表
面がボロボロになったり, 色が変わること。

(2) 酸化を防ぐ方法を一つ挙げよ。

2 いろいろな化学変化

(3) 酸化物から酸素をとり去る化学変化を何というか。

□ (1)

□ (2)

「還元」 ６
(1) 鉄鉱石（酸化鉄）に炭素を入れ, 鉄をつくったようすをま
とめた。ア, イ に当てはまる語句をそれぞれ答えなさい。

(2) このときの化学反応式を書きなさい。

□ (1)
ア 

イ 

□ (2)

□ (3)

６

　酸化鉄　＋  炭素　→（　ア　）　＋　（　イ　）

(3) 石灰水はどうなるか。

「酸化銅の還元」 ７

(1) 加熱をやめる前にある操作をする必要がある。それは何
か。
(2) 加熱後の物質をこするとどうなるか。

□ (1)

□ (2)

□ (3)

□ (4)

□ (5)

７

　酸化銅と炭の粉末をよく混ぜ, 図のような装置で加熱する。

(4) この実験の化学反応式を答えなさい。

(5) この実験で還元された物質は酸化銅と炭のどちらか。

表面に塗料を塗る。

さび 

二酸化炭素

鉄

2FeO + C → 2Fe + CO2

還元   

加熱をやめる前に
ガラス管を試験管
から抜く。

金属光沢が出る。

白くにごる。

2CuO + C → 2Cu + CO2

酸化銅    
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１ 「質量保存の法則」 １

(1) 実験Aの化学反応式を答えなさい。

(2) 実験Bの化学反応式を答えなさい。

□ (1)

□ (2)

□ (3)

□ (4)

３ 化学変化と物質の質量

実験A 
① 装置全体の質量をはかる。 
② 傾けて化学変化を起こす。 
③ 装置全体の質量をはかる。

実験B 
① 装置全体の質量をはかる。 
② 水溶液を混ぜて, 化学変化
を起こす。 
③ 装置全体の質量をはかる。

化学変化前の質量 化学変化後の質量

実験A 70.3 70.3

実験B 165.8 165.8

(3) 実験Aでふたを開けると装置全体の質量はどうなるか。

(4) 化学変化でどんな物質が生成しても, 物質がどこにも逃
げなければ, 化学変化の前後で全体の質量は変化しない。こ
のような法則何というか。

質量保存の法則          

→ NaCl + CO2 + H2O

Na HCO3 + HCl

Na2CO3 + CaCl2

→ CaCO3 + 2NaCl

減少する      
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(3) 銅の質量と化合した酸素の質量の比を答えなさい。

「化合する物質の質量の割合」 ２

(1) 表のア, イ に当てはまる数字を答えなさい。

(2) 銅の質量と化合した酸素の質量の関係を表したグラフを
解答欄に書きなさい。

□ (1)
ア

イ 

□ (2)

□ (3)

□ (4)

□ (5)

２

(5) 同様の実験をマグネシウムで行うと下記のグラフのよう
になった。マグネシウムの質量と化合した酸素の質量の比を
答えなさい。

実験 
銅粉の質量をはかり, 加熱する。
冷ました後, 再び質量をはかる。
このときの結果を表に表した。

(4) このときの化学反応式を書きなさい。

表

３ 化学変化と物質の質量

銅の質量（g） 0.20 0.40 0.60 0.80 1.00

酸化銅の質量 0.25 ア 0.75 1.00 1.25

化合した酸素の質量 0.05 0.10 0.15 イ 0.25

0.5

0.2

4：1

2Cu + O2 → 2CuO

3：2
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(3) 実験２は, 日常で使われるあるものと似ている。それは何
か。

「熱を発生する化学変化」 １

(1) 実験１では何が生成されるか。

(2) 実験２では何が生成されるか。

□ (1)

□ (2)

□ (3)

□ (4)

１

(3)  この実験について以下にまとめた。ア～ウ に当てはまる 
語句をそれぞれ答えなさい。

「熱を吸収する化学変化」 ２

(1) この実験で生成されるものを３つ答えなさい。

(2) この実験では温度は上がるか, 下がるか。

２

実験１　 酸化カルシウムに水を加える。 
実験２　 鉄に酸素を加える。

4 化学変化と熱の出入り

(4) 実験1と２の化学変化は熱を発生する。このような反応を
何というか。

試験管に塩化アンモニウムと水酸化バリウムを順に入れ、
水を加える。

熱を発生する化学変化を（　ア　）反応といい, 熱を吸収す 
る化学変化を（　イ　）反応という。一般に化学変化では熱 
の出入りがある。これを（　ウ　）という。

□ (1)

□ (2)

□ (3)

ア

イ 

ウ

水酸化カルシウム

酸化鉄

カイロ

アンモニア

塩化バリウム

水

発熱反応   

下がる   

発熱

吸熱

反応熱
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